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一 般 相 談
家 庭生活上の悩 みごと や、い ろ

いろ な手続き などについ て相談 に
応じ ます。なお、電 話でも結 構です 。
相談日は、土・日曜・祝日を除

く毎日。午前9時～午後4畤
区役所 新館1 階区 民相談 室

下 水 道 は 都 市 の 基 盤 施 設

望まれる早期普及

町
を
住
み
よ
く
美
し
く

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

下
水
道
は
、公
衆
衛
生
の
向
上
、
都
市
の
健

全
な
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

す
。
ま
た
今
日
で
は
、
海
や
川
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
と
い
う
新
し
い
役
割
も
に
な
っ
て
い

ま
す
。
区
で
は
、区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、下
水
道
の
早
期
普
及
を

め
ざ
し
て
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

下
水
道
は

、
町
か
ら
蚊
や
(
エ
を

な
く
す
ほ
か
、
く
み
取
り
便
所
を
水

洗
便
所
に
変
え
、
雨
水
の
は
ん
ら
ん

を
防
き
、
河
川
や
海
の
水
を
き
れ
い

に
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

下
水
道
事
業
は
、
足
立
区
を
住
み

よ
く
美
し
く
、
快
適
で
衛
生
的
な
町

づ
く
り
に
す
る
か
け
が
え
の
な
い
事

業
で
す
。

下
水
道
事
業
は
、
都
の
事
業
で
す

が
、
足
立
区
で
は
枝
線
の
一
部
建
設

を
受
託
施
行
す
る
な
ど
、
都
と

】体

と
な
っ
て
早
期
実
現
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

足
立
区
の
下
水
道
普
及
率
は
、
本

年
三
月
末
現
在
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
と

二
十
三
区
平
均
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

く
ら
べ
非
常
に
遅
れ
て
い
ま
す
。大規模な下水道幹線工事

難
行
す
る

下
水
道
建
設
工
事

下
水
道
建
設
を
進
め
る
う
え
で
、

い
ろ
い
ろ
と
難
し
い
問
題
が
あ
り
ま

す
。
下
水
道
の
早
期
実
現
を
は
か
る

に
は
、
こ
れ
ら
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
主
な
問

題
を
あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
は
、
用
地
の
確
保
で
す
。
下

水
道
は
、
処
理
場
、
ポ
ン
プ
所
、
幹

線
、
枝
線
等
か
ら
な
り
立
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て

、
下
水
道
が
十
分

機
能
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
か
一

体
と
な
っ
て
出
来
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。処
理
場
用
地
は
、す
で
に
確
保

さ
れ
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ポ
ン

プ
所
用
地
は
地
権
者
の
同
意
が
得
ら

れ
ず
、
い
ま
だ
に
一
部
は
確
保
さ
れ

て
い
ま
せ
ん

。
ま
た
、
下
水
幹
線
な

ど
は
ト
ン
ネ
ル
エ
事
に
な
り
ま
す
の

で
、道
路
に
接
し
て
立
坑
の
用
地
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
足

立
区
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
に
よ
っ
て

空
地
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
お

り
、
思
う
よ
う
に
用
地
が
確
保
で
き

ず
、工
事
が
難
行
し
て
い
ま
す
。

第
二
は
、
建
設
事
業
費
の
確
保
で

す
。下
水
道
の
建
設
に
は
、巨
額
の

経
費
が
か
か
り
ま
す
。国
か
ら
の
補

助
金
や
都
の
予
算
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
予
算

増
額
に
つ
い
て
関
係
方
面
へ
強
く
は

た
ら
き
か
け
て
い
ま
す
。

第
三
は
、
地
下
埋
設
物
の
処
理
が

困
難
な
こ
と
で
す
。道
路
に
は
、
す

で
に
水
道
、
ガ
ス
、
電
気
、
電
話
な

ど
の
施
設
が
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
、
工
事
に
先
だ
ち
こ
れ
ら

の
施
設
を
移
設
し
た
り
、
防
護
を
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
工
事
は
、
各
企
業
者
に
お
願
い

す
る
の
で
す
が
、
先
方
の
事
情
も
あ

っ
て
工
事
の
調
整
が
難
し
く
非
常
に

時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

第
四
は
、交
通
事
情
の
悪
化
で
す
。

足
立
区
の
道
路
(
特
に
旧
市
街
地
)

は
、
幅
員
が
狹
く
曲
が
り
く
ね
っ
て

お
り
、
工
事
の
た
め
の
う
回
路
も
満

足
に
で
き
な
い
状
態
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
工
事
の
期
間
か
長
く
な
る
の

が
実
情
で
す
。

第
五
は
、
沿
道
の
皆
さ
ん
方
の
ご

協
力
で
す
。
下
水
道
工
事
は

、
皆
さ

ん
方
の
付
近
の
道
路
の
地
下
深
く
下

水
管
渠
(

き
I

を
敷
設
し
ま
す
。

そ
の
た
め
通
行
止
の
ほ
か
騒
音
、
振

動
な
ど
、
皆
さ
ん
方
へ
な
に
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。
工
事
は

、

こ
れ
ら
の
影
響
を
最
少
限
に
と
ど
め

る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力

が
ぜ
ひ
必
要
と
な
り
ま
す
。

枝 線工 事 にご 協力を

活
動
す
る
「足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川

三
区
下
水
道
事
業
促
進
連
盟
」

足
立
区
は
下
水
道
の
遅
れ
を
と
り

も
ど
す
た
め
に
、
葛
飾
区
・
江
戸
川

区
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
二
年
九
月

に
「
足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川
三
区
下

水
道
事
業
促
進
連
盟
」
を
結
成
し
ま

し
た
。

連
盟
は
、
下
水
道
事
業
を
円
滑
に

実
現
す
る
た
め

、国
を
は
じ
め
、都
や

関
係
企
業
な
ど
に
、
各
種
の
要
謂
活

動
を
行
な
っ
て
い
r
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す

足
立
区
は
、
四
方
を
河
川
に
囲
ま

れ
、
東
京
湾
の
平
均
満
潮
面
よ
り
も

低
い
、
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
を
多
く
か
か
え
た
低
地
で
す
。

そ
の
た
め
、
内
水
排
除
は
各
河
川

ヘ
ポ
ン
プ
で
く
み
あ
げ
、
排
水
し
て

い
ま
す
か
、
年
々
莫
大
な
経
費
か
か

か
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
建
設
は
、
道
路
の
地
下

に
新
し
い
川
を
つ
く
る
こ
と
と
い
え

ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て

、雨
水
や
汚
水

を
す
み
や
か
に
収
容
し
、
衛
生
的
に

処
理
し
て
放
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
安
全
で
快
適
な
足
立
区
に
す
る

た
め
に
は
、
一
日
も
早
く
下
水
道
を

完
全
に
整
備
す
る
必
要
が
め
り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
方
の
下
水
道
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

足
立
区
文
化
祭
十
一
月
一
日
～
二

十
五
日

「
文
化
の
日
」
を
中
心
に
、
区
民

の
文
化
・
芸
術
の
向
上
を
め
ざ
し
た

第
二
十
九
回
足
立
区
文
化
祭
を
、
区

内
各
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
区
民
の

皆
さ
ん
の
力
作
、
熱
演
を
ご
観
覧
、

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

<
総
合
展
覧
会
〉

産
業
振
興
館
会
場

▽
手
芸
・
写
真
　
十
一
月
三
日
ヱ
(

日
　
午
前
九
時
?
午
後
六
時
(
五
日

は
休
館
、
六
日
は
午
後
三
時
ま
で
)

▽
書
道
・
水
石
　
十
一
月
七
日
～
九

日
　
午
前
九
時
?
午
後
六
時
(
九
日

は
午
後
三
時
ま
で
)

▽
日
本
画
・
彫
塑
　
十
一
月
十
日
～

十
三
日
　
午
前
九
時
～
午
後
六
時
　

(
十
二
日
は
休
館
、
十
三
日
は
午
後

三
時
ま
で
)

教
育
セ
ン
タ
ー
会
場

▽
洋
画
　
十
一
月
一
日
?
十
日
午

前
九
時
～
午
後
五
時
(
三
日
、四
日

は
休
館
)

青
年
館
会
場

▽
華
道
(
華
道
連
盟
)
　
十
一
月
二

日
～
四
日
　
午
前
九
時
?
午
後
六
時

<
各
種
大
会
〉

西
新
井
大
師
S
院
会
場

▽
茶
会
(
茶
道
連
盟
)
　

十
一
月
三

日
　
午
前
十
時
?
午
後
四
時

青
年
館
会
棚

▽
短
歌
大
会
(
歌
人
ク
ラ
ブ
)
　
十
一

月
三
日
　
午
後
一
時
土
(
時

▽
謡
曲
大
会
(
謡
曲
連
盟
)
　
十
一
月

十
一
日
　
午
前
九
時
?
午
後
六
時

そ
ば
久
別
館
会
場
(
千
住
T
四
三
)

▽
俳
句
大
会
(
俳
句
連
盟
)
　
十
一

月
三
日
　
正
午
?
午
後
六
時

正
和
ク
ラ
ブ
会
場
(
千
住
柳
町
三
(

上
(
)

▽
将
棋
大
会
(
将
棋
連
盟
足
立
支
部
)

十
一
月
四
日
　
午
前
十
時
?
午
後
九

時

<
芸
能
大
会
〉

産
業
振
興
館
会
場

▽
民
謡
(
瑞
穂
の
会
)
　
十
一
月
四

日
　
午
前
九
時
?
午
後
六
時

▽
吟
剣
(
吟
剣
詩
舞
連
盟
)
　

十
一

月
十
(
日
　
午
前
九
時
?
午
後
七
時

▽
社
交
舞
踏
(
社
交
舞
踏
連
盟
)
　

十
一
月
二
十
五
日
　
午
後
一
時
?
九

時文
化
会
館
会
場

▽
洋
舞
踊
(
洋
舞
踊
団
体
連
盟
)

十
一
月
三
日
　
午
前
十
一
時
?
午
後

五
時

▽
民
謡
(
民
謡
団
体
連
盟
)
　
十
一

月
十
日
?
十
一
日
　
午
前
九
時
～
午

後
七
時

▽
邦
楽
舞
踊
(
邦
楽
舞
踊
連
盟
)

十
一
月
二
十
三
日
　
午
前
十
一
時
?

午
後
六
時

竹
の
塚
社
会
教
育
館

▽
足
立
区
郷
土
芸
能
大
会
(
三
頭
獅

子
舞
・・・
花
畑
大
鷲
神
社
・
鹿
浜
獅
子

舞
保
存
会
、
寿
獅
子
・・・
押
部
葛
西
獅

子
保
存
会
、
お
は
や
し
・
=島
根
ば
や

し
連
中
ほ
か
七
団
体
の
出
演
)

十
一
月
三
日
　
午
後
一
時
?
五
時

▽
民
踊
(
民
踊
連
盟
)
　
十
一
月
十

一
日
　
午
前
十
一
時
?
午
後
五
時

そ
ば
久
別
館
会
場

▽
総
合
芸
能
と
く
さ
会
　
十
一
月
四

日
　
正
午
?
午
後
一
(
時

<
菊
花
大
会
〉

花
畑
大
鷲
神
社
境
内
(
日
本
荀
友
会
・

大
鷲
神
社
献
菊
会
)
　
十
一
月
一
日
?

二
十
五
日

南
宮
城
公
園
(
堤
南
菊
友
会
)
　
十

一
月
百
?
十
四
日

鹿
浜
二
丁
目
二
十
五
番
榎
本
方
(
江

北
菊
花
会
)
+
1
1
月
三
日
?
十
百

腿
原
通
り
八
幡
神
社
境
内
(
堤
北
菊

友
会
)
　
十
一
月
三
日
?
十
(
日

問
合
せ
先
　
文
化
係

十
六
ミ
リ
発
声
映
写
機

操
作
技
術
講
習
会

日
時
　
十
一
月
七
日
?
九
日
、十

三
日
?
十
五
日
の
六
日
閧
　
午

後
六
時
?
(
時
三
十
分

場
所
　
青
年
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
で
全
日

程
受
講
可
能
な
方

定
員
　
四
十
二
名
(
多
数
の
時
は

抽
選
)
受
講
料
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、一

話
番
号
を
記
入
し
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
十
月
二
十
五
日
(
当

日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係
(
〒
1
2
0

千
住
一
-
五
〇
)

ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い

善
行
青
少
年

皆
さ
ん
の
住
む
地
域
内
で
、
よ

い
行
な
い
を
し
た
青
少
年
が
い
ま

し
た
ら
ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、
善
行
青
少
年
に
顕
彰

状
と
記
念
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

推
せ
ん
対
象
　
区
内
に
在
住
・
在

勤
』在
学
の
十
(
歳
未
雨
の
方

行
為
基
準
　
▽
勇
気
や
親
切
を
示

し
、
周
囲
を
明
る
く
し
た
行
な

い
　
▽
公
徳
心
を
高
め
た
行
な

い
　
▽
自
立
心
に
富
ん
だ
行
な

い
　
▽
誠
実
、
責
任
、
努
力
が

認
め
ら
れ
る
行
な
い

推
せ
ん
方
法
　
学
校
、
職
場
、
団

体
な
ど
か
ら
も
推
せ
ん
が
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
地
域
内
で

該
当
す
る
青
少
年
が
い
ま
し
た

ら
、
各
青
少
年
対
策
地
区
委
員

会
(
各
出
張
所
が
事
務
局
)
を
通

じ
て
ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い
。

推
せ
ん
期
限
　
十
一
月
二
日

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

入
居
者
募
集

都
営
住
宅
の
地
元
割
当
分

新
築
都
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

は
、
足
立
区
内
に
新
し
く
建
て
ら

れ
る
住
宅
の
新
規
入
居
者
を
決
め

る
た
め
に
行
な
い
ま
す

。

今
回
の
募
集
は
、
足
立
区
居
住

の
方
を
対
象
と
す
る
地
元
割
当
で

一
般
世
帯
向
住
宅
で
す
。

今
回
募
集
の
住
宅
(
一
般
世
帯
向
・

第
一
種
住
宅
・
各
種
優
遇
あ
り
)

▼
十
地
区
(

六
木
三
上

二
九
)

…
百
二
戸
　
▼
十
一
地
区
(
中

央
本
町
四
-
五
)
・
:五
戸

▼
三
十
三
地
区
(
中
央
本
町
四

一
五
)
・・・
七
戸

用
紙
交
付
期
間
　
十
月
二
十
二
日

?
二
4
-
七
日
へ
土
暦
日
は
正
恥

ま
で
)

用
紙
交
付
場
所
　
区
役
所
一
階
区

民
係
、
第
二
庁
舎
、
各
出
張
所

申
込
受
付
期
限
　
十
月
二
十
七
日

正
午
ま
で

申
込
方
法
　
区
役
所

】階
区
民
係

で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
送
の
場

合
は
、
十
月
二
十
七
日
ま
で
の

消
印
が
あ
り
、
三
十
一
日
ま
で

に
足
立
郵
便
局
に
到
着
し
た
も

の
に
限
り
有
効
で
す
。

※
申
込
資
格
な
と
く
わ
し
く
は
、

申
込
用
紙
と
い
っ
し
″
に
差
し
あ

げ
る
「
申
込
み
の
し
お
り
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

間
合
せ
先
　
区
民
係

昼
間
工
事
で
電
気
を
停
め
て
作
業
を
行
な
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

東

京

電

力
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読書の秋

利
用
し
よ
う

み
ん
な
の
図
書
館

図
書
館
は

あ
な
た
の
書
斎

「
秋
の
嚊
の
図
番
館
の
ノ
ー
ト
と

イ
ン
ク
の
に
お
い
、
枯
葉
の
散
る
窓

辺
、
学
生
時
代
」

こ
の
歌
の
よ
う
に
青
春
を
な
つ
か

し
ひ
あ
な
た
。
ま
た
青
春
の
ま
っ
た

だ
な
か
に
い
る
あ
な
た
へ
。
図
一

館

は
学
生
の
利
用
す
る
も
の
だ
と
か
、

固
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
ま
だ
お
持
ち

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

で
も
図
一

館
を
よ
く
利
用
し
て
い

る
人
は
、
こ
ん
な
に
気
楽
で
く
つ
ろ

げ
る
所
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

読
書
に
は
、
き
ま
っ
た
や
り
か
た

は
あ
り
ま
せ
ん
。寝
こ
ろ
ぴ
な
が
ら

、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
タ
バ
コ

を
吸
い
な
が
ら
、
好
き
な
本
を
楽
し

め
ば
よ
い
の
で
す
。
ま
ず
、
お
近
く

の
図
一

館
に
散
歩
や
買
い
も
の
が
て

ら
、
足
を
お
運
ぴ
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
書
架
か
ら
気
に
い
っ
た
本
を
と
り

だ
し
、
受
付
で
チ
ヱ
y
ク
兮
つ
け
、

家
へ
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

そ
う

、図
書
館
の
本
は
無
料
で
す
。

読
み
す
て
の
軽
い
本
を
賈
う
の
は
も

っ
た
い
な
い
。
図
書
館
で
借
り
れ
ば

何
冊
で
も
無
料
な
の
で
家
計
は
た
す

か
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
ち
″
つ
と

気
取
っ
た
い
い
方
を
す
れ
ば
、
人
類

の
知
的
な
文
化
遺
産
は
、
い
な
か
ら

に
し
て
あ
な
た
の
も
の
で
す
。

お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
を
本
好
き

に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
読
書
の

習
慣
は
、
子
ど
も
の
時
に
つ
け
ま
し
I

つ
。
読
一

の
楽
し
み
を
知
る
こ
と

は
、お
子
さ
ん
の
一
生
の
財
産
で
す
。

図
書
館
の
利
用
は

す
べ
て
無
料

住
所
の
わ
か
る
証
明
書
(
身
分
証

明
書
、
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証

な
ど
)
を
お
持
ち
に
な
れ
ば
、
区
内

に
在
住
、
在
勤
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
、
す
ぐ
そ
の
場
で
本
が
借
り
ら
れ

ま
す
。

児
童
の
場
合
は
、
申
込
書
(
図
書

鉗
に
あ
り
ま
す
)
に
保
護
者
の
方
が

記
入
す
る
だ
け
で
、
同
じ
よ
う
に
借

り
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
本
は
ひ
と
り
に
つ
き
三
冊

ま
で
借
り
ら
れ
、
貸
出
し
期
間
は
二

週
間
で
す
。

も
し
、
皆
さ
ん
の
希
望
す
る
本
が

貸
出
し
中
だ
っ
た
り
、
図
書
館
に
備

え
て
い
な
い
場
合
は
、
予
約
リ
ク
エ

ス
ト
が
で
き
ま
す

。

ま
た
、図
書
館
で
は
団
体
貸
出
し

を
や
っ
て
い
ま
す
。十
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
が
そ
ろ
っ
た
ら
、
中
央
図
書

館
で
五
十
冊
ま
で
、
他
の
図
書
館
で

は
三
十
冊
ま
で
一
カ
月
間
、
貸
出
し

を
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
中
央
図
一

館
で
は
フ
ィ

ル
ム
や
映
写
機
を
、
無
料
で
お
貸
し

す
る
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
や
、

レ
コ
ー
ド
の
貸
出
し
を
す
る
レ
コ
ー

ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
央
図
書
館
に
あ
る
郷
土

資
料
室
で
は
、
広
く
郷
土
の
資
料
を

提
供
し
た
り
、
展
示
を
し
て
い
ま
す

の
で
、あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、図
一
館
に
お
い
で
の
際
は

、・

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
と

休
館
日

各
図
書
館
と
も
、
月
曜
日
(
第
三

日
躪
日
の
翌
日
は
開
館
)
、
第
三
日

曜
日
、
祝
日
、
館
内
整
理
日
(
毎
月

十
四
日
)
を
除
い
て
、
毎
日
午
前
九

時
か
ら
開
館
し
閉
館
時
間
は
次
の
と

お
り
で
す
。

中
央
図
一
館
　
高
校
生
以
上
に
限
り

午
後
七
時
三
十
分
(
土
・
日
曜
日

は
午
後
五
時
ま
で
)

、
児
童
室
は

平
日
も
午
後
五
時
ま
で

千
住
図
一
館
　
午
後
五
時
(
高
校
生

以
上
に
限
り
、
木
・
金
昭
日
は
午

後
七
時
三
十
分
ま
で
)

そ
の
他
の
図
一
篇
　
午
後
五
時
ま
で

問
合
せ
先
　
次
の
各
図
一

鮨
へ
。

中
央
図
番
館
・
=梅
田
七
-

匸
ニ
ー

一
　
　
(

四
〇
-
四
六
四
六

千
住
図
書
館
…
千
住
龍
田
町
七
一

二
　
　
(
(

一
-
一
九
九
四

宮
城
図
書
館
・・・
宮
城
一
-
二
七
一
(

九
一
三
-
O

四
六
〇

新
田
図
書
館
・・・
新
田
三
-
一
四
―

一
　
　

九
匸
T

一
七
六
七

常
東
図
書
館
・・・千
住
旭
町
九
-
一

六
　
　
(
(

一
-
(

五
(
五

中
川
図
書
館
…
中
川
四
-
四
三
-

四
　

六
〇
六
-
○
匸
一
七

花
畑
図
書
鮨
・・・
花
畑
四
丿
一
六
-

一
三
　
　
(

五
〇
-

二
六
一
(

竹
の
嚴
図
書
館
・・・
竹
の
塚
ニ
ー
ニ

五
一

一
七
　
　
(

五
九
-
九
九

六
六

昭和54年度読書週間行事予定表
主 催　 区立 中央 図 書館

読書週間10月27日( 土) ～11月11日( 日)
この期間の休館日は、10月29日( 月) 、11月3日( 土) 、5日( 月) です。

読書の習慣は子どものときにつけましょう

婦
人
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

勉
学
の
秋
が
き
ま
し
た
。
近
代
文

学
に
み
る
女
性
像
を
テ
ー
マ
に
、
私

た
ち
の
よ
く
知
っ
て
い
る
明
治
の
文

学
に
、
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
区

を
知
る
た
め
に
、
足
立
の
歴
史
コ
ー

ス
を
設
け
ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
内
容
　
下
表
の
と
お
り

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館
(
竹
の

塚
駅
東
口
下
車
徒
歩
五
分
、
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
内
)

定
員
　
各
コ
ー
ス
三
十
名
(
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
(
返
信
(

ガ
キ
に
も
住
所
、

氏
名
を
記
入
)
し
、
「
婦
人
セ
ミ

ナ
ー
応
裏
こ

と
書
弌

教
育
委
員

会
婦
人
対
策
担
当
(

〒
1
2
0千
住
一
-

五
〇
)
へ

。

申
込
期
限
　
十
月
二
十
五
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
婦
人
対
策
担
当

婦人セミナーの日程・内容

香典返しをなくしましょう

虚礼廃止運動
虚
礼
廃
止
運
動
　
虚
礼
廃
止
運
動
は
、紙
門
松
の
普
及

や
香
典
返
し
の
廃
止
等
を
す
す
め
る
運

動
で
新
生
活
運
動
の
一
つ
と
し
て
推
進

し
て
い
ま
す
。

紙
門
松
に
つ
い
て
は
、
区
民
一
人
ひ

と
り
の
ご
協
力
に
よ
り
曹
か
ら
の
習
慣

を
打
破
し
多
大
な
る
成
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

香
典
返
し
も
、
古
来
か
ら
の
風
習
と

し
て
一
概
に
悪
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
お
返
し
を
す
る
側
に

対
し

て
、
家
族
を
亡
く
し
た
悲
し
み
と
お
返

し
品
の
購
入
や
発
送
の
手
間
な
ど
二
重

の
辛
苦
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
香
典
を
贈
る
側
も
、
少
な
い

金
額
で
は
お
返
し
も
出
来
な
い
の
で
は

と
多
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
返
し
を
受
け
た
側
で
は
押
入
れ
な
ど

に
押
込
ん
で
宝
の
持
ち
ぐ
さ
れ
に
な
っ

。で
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

町
ぐ
る
み
で
運
動
を

こ
の
よ
う
な
運
動
は
、
一
人
で
は
な

か
な
か
出
来
ま
せ
ん
。
地
域
ぐ
る
み
、

職
場
ぐ
る
み
の
運
動
か
ら
お
互
い
の
理

解
を
生
み
、
は
じ
め
て
成
果
が
現
わ
れ

る
も
の
で
す
。

香
典
は
、
故
人
を
倨
ん
で
贈
る

も

の
。
お
返
し
は
し
な
い
、
受
け
と
ら
な

い
と
い
う
風
習
を
皆
さ
ん
の
力
で
つ
く

っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
運
助
を
す
す
め
る
う
え
で
の
ご

相
岐
は
、
足
立
区
新
生
活
運
動
推
進
委

貝
会
事
務
局
(
区
役
所
環
境
課
)
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

退
職
金
制
度
の

確
立
を

中
小
企
業
の
経
営
に
と
っ
て
、
企

業
体
質
、
基
盤
の
強
化
が
ま
す
ま
す

必
要
と
さ
れ
る
時
期
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
、
将
来

の
支
払
い
が
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
、
退
職
金
共
済
制
度
の
加
入
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

こ
の
制
度
に
は
、
つ
き
の
特
色
が

あ
り
ま
す
。

▽
月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
将
来
多

額
の
退
職
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

▽
退
職
金
に
は
、
国
の
補
助
が
つ
き

ま
す

▽
掛
金
は
、
必
要
経
費
、
損
金
と
し

て
全
額
免
税
で
す

▽
国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
確
実
で

す

▽
従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚
生
施
設

を
設
置
す
る
場
合
、
低
利
で
資
金

融
資
を
受
け
ら
れ
ま
す

問
合
せ
先
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
団
広
報
課
(
　

四
三
六
-
O

一
五
一
)
ま
た
は
区
役
所
経
済
課

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い

足
立
区
消
費
者
展

日
時
　
十
月
二
十
六
日
(
金
)
午
前

十
時
?
午
後
四
時
、十
月
二
十
七

日
(
土
)
午
前
十
時
?
午
後
二
時

三
十
分

会
場
　
産
業
振
興
館
(
区
役
所
と
な

り
)

内
容
　
▽
展
示
コ
ー
ナ
ー
　
▽
生
活

用
品
交
換
即
売
コ
ー
ナ
ー
　
▽
即

売
コ
ー
ナ
ー

※
入
場
は
無
料
で
す

問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー

を
(

七
〇
上

三
九
一

ご家族やお友達とご一緒にどうぞ

湯河原区民保養所「あだち荘」

保
養
所
付
近
に
は
、
手
軽
な
(
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
多
く
、
ご
家
族
や
お
友

達
と
お
い
で
に
な
る
の
に
最
適
で
す
。(

イ
キ
ン
グ
の
あ
と
は
、
温
泉
で
疲
れ

を
い
や
せ
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
で
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
十
二
月
分
の
受
付
を
十
一

月
一
日
(
木
)
か
ら
開
始
し
ま
す
。

ふ
日
は
、
区
役
所
七
階
で
抽
せ
ん
し

ま
す
の
で
、
午
前
九
時
ま
で
に
お
い

で
く
だ
さ
い

。

な
お
、
そ
の
後
の
空
室
の
申
し
込

み
は
、
十
一
月
分
の
空

室
も
含
め

て
、
利
用
し
た
い
日
の
三
日
前
ま
で

区
民
係
で
受
け
付
け
ま
す
。

休
館
日
　
▽
十
一
月
・・
率

三
日
・
十
四

日
・
二
十
七
日
・
二
十
(
日
　
▽
十

二
月
:
率

一
日
・
十
二
日
・
二
十
六

日
厶

一
十
一
日
(
正
月
も
四
日
ま
で

休
み
で
す
)

利
用
料
金
　
大
人
…
三
千
円
、
子
ど
も
(

四
歳
以
上
小
学
生
ま
で
)
…
千
五

百
円

申
込
資
格
　
区
内
に
在
住
・
在
動
の
方
(

た
だ
し
、
二
人
以
上
で
二
泊
三
日

ま
で
で
す
)

問
合
せ
先
　
区
民
係

国保加入者以外の方でもお気軽にどうぞ

国保直営保養所　伊豆高原「あだち荘」

伊
豆
高
原
城
ヶ
畸
地
区
は
、
自
然
環

境
の
保
全
さ
れ
た
保
養
地
で
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
以
外
の
一

般
区
民
の
方
々
も
、
ご
家
族
連
れ
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
▽
国
保
加
入
世
帯
・
=利
用

日
の
1

ヵ
月
前
の
日
か
ら
三
日
前
ま

で
毎
日
(
印
鑑
、
保
険
証
、
利
用
料

持
参
)

▽
一
般
区
民
…
利
用
日
の
二
十
日
前

の
日
か
ら
三
日
前
ま

で
毎
日
(
印

鑑
、
利
用
料
持
参
)

利
用
料
　
▽
室
料
(

一
室
一
泊
、
一
丁

五
名
ま
で
宿
泊
で
き
ま
す
)
国
保
加

入
世
帯
・
=五
千
円
・
一
般
区
民
・・・
七

千
五
百
円

▽
食
事
料
金
(
朝
夕
食
)
は
国
保
加

入
者
、
一
般
区
民
の
X
別
な
く
一
人

に
つ
き
、
大
人
食
・・・
千
五
百
円
、
子

ど
も
食
・・・
千
円

保
養
所
の
休
業
日
　

毎
月
第
二
・
第
四

火
曜
日
の
正
午
か
ら
翌
々
日
の
正
午

ま
で
と
、
年
末
二
十
(
日
か
ら
年
始

四
日
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

庶
務
葆
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区 長 移 動 応 接 室
活発なご意見・ご希望を

いただきました

区
で
は
、皆
さ
ん
の
声
を
区
政
に
反
映
す
る
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、区
長
が
直
接
、皆
さ
ん
と

ひ
ぎ
を
交
え
て
話
し
合
う
、区
長
と
区
民
と
の
対
話
集
会
-
区
畏
移
動
応
接
室
を
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。今
年
も
、テ
ー
マ
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
一
番
身
近
か
で
関
心
の
あ
る
i
境
と
防
災
"
を

取
り
あ
げ
ま
し
た
。
各
会
場
に
は
、
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
、
四
百
二
十
九
名
と
い
う
多
数
の
方
が

参
加
さ
れ
、
熟
心
に
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

区
政
は
、
皆
さ
ん
の
旧
常
生
活
に

深
く
結
ぴ
つ
い
て
い
ま
す
。
区
の
仕

事
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ

る
か

は
、
す
ぐ
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ

っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

区
で
は
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
と
の

対
話
を
重
ね
て
、
要
望
の
実
現
と
区

政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
を
よ
り

一
層
深
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

今
年
の
区
長
移
動
応
接
室
は
、
九

月
三
日
の
足
立
区
消
費
者
セ
ン
タ
ー

を
て
は
じ
め
と
し
、
十
四
日
の
東
部

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

、延
(
回
、

区
畏
、
助
役
と
主
題
に
直
接
関
係
の

あ
る
部
課
畏
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
区
議
会
議
員
が
出
席
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

各
会
場
と
も
、
は
じ
め
に
区
長
か

今
年
度
の
財
政
状
況
と
施
策
の
概
要

を
説
明
し
、
そ
の
後
で
「
環
境
と
防

災
」
に
つ
い
て
の
対
話
に
移
り
ま
し

た
。会

場
に
よ
っ
て
は
、
文
字
ど
お
り
　

ぽ
長
と
ひ
ざ
を
交
え
て
"
と
い
う

雰
囲
気
で
、
活
発
な
ご
意
見
、
ご
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
は
、
次
に
ご
意
見
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

災
害
の
際
の

食
糧
・
飲
料
水
の

確
保
に
つ
い
て

□
災
害
に
備
え
て
の
、
食
糧
と
水
の

備
蓄
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

<
答
>
ま
す
食
概
に
つ
い
て
は
、
カ

ン
バ
ン
ニ
十
(
万
食
、
そ
の
他
乳
児

用
ミ
ル
ク
、
毛
布
な
ど
で
す
が
、
各

ご
家
庭
で
も
、
非
常
食
糧
の
確
保
な

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
飲
料
水
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
千
五
百
ト
ン
の
貯
水
槽

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
循
環
式
貯

水
槽
な
の
で
、
水
道
の
水
と
同
じ
で

す
。
ま
た
区
で
は
、
四
十
ト
ン
の
貯

水
槽
を
各
地
に
設
置
し
て
あ
り
、
こ

れ
は
ろ
過
し
て
飲
料
用
に
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
あ
る
三
角
バ
ケ

ツ
の
水
も
、
常
時
取
り
替
え
て
`

い
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の

設
置
に
つ
い
て

□
一
、
私
の
住
ひ
地
域
に
消
火
器
が

設
置
さ
れ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
基
準

で
置
い
て
あ
る
の
で
す
か
。

二
、
ま
た
、
そ
の
格
納
箱
の
修
理

点
検
は
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

三
、
消
火
器
の
薬
品
の
詰
め
替
え

は
基
準
ど
う
り
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

<
答
>
一
、
消
火
器
の
設
置
は
、
五

十
世
帯
に
I
本
の
基
準
で
配
置
さ
れ

て
ま
す
。

二
、
格
納
箱
は
町
会
、
自
治
会
の

協
力
の
も
と
で
点
検
し
破
損
等
の
と

き
は
区
で
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

三
、
消
火
器
の
薬
品
の
つ
め
替
え

は
、
有
効
期
限
内
と
い
う
基
準
に
も

と
づ
い
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
適
確
な

情
報
・
指
示
を

□
地
震
な
ど
災
害
が
発
生
し
た
際
、

区
の
適
確
な
情
報
や
指
令
が
ほ
し
い
。

<
答
>
災
害
の
際
、
一
番
大
切
な
こ

と
は
、
初
期
消
火
で
す
。

そ
れ
に
、
ど
う
し
て
も
デ
マ
や
い

ろ
い
ろ
な
情
報
が
多
く
、乱
れ
ま
す
。

正
確
な
情
報
伝
達
の
た
め
、
区
内

九
十
四
か
所
に
無
線
に
よ
る
拡
声
装
I

を
設
置
し
、
ま
た
各
出
張
所
に
も

連
絡
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
無
責
任
な
情
報
な
ど
を
信
じ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
は

□
宮
城
県
沖
地
震
の
と
き
、
仙
台
市

で
は
ブ
ロ
ッ
ク
撫
の
倒
壊
に
よ
る
事

故
が
多
か
っ
た
。
私
の
家
に
も
ブ
ロ

。
ク
獅
が
あ
り
、
鉄
筋
も
入
っ
て
い

ま
す
か
鉄
筋
の
間
隔
に
つ
い
て
規
定

か
あ
り
ま
す
か
。

<
憲
ブ
ロ
'
ク
搆
は
、
建
築
基
準

法
に
規
定
か
あ
り
ま
す
。
鉄
筋
の
間

隔
は
、
(
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

す
。
昨
年
九
月
五
日
号
の
区
の
お
知

ら
せ
で
望
ま
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
搆
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
年
も
十

月
に
職
せ
る
予
定
で
す
。(
十
月
五

日
号
に
掲
載
)

災
害
対
策
本
部

設
置
に
つ
い
て

□
地
震
発
生
と
も
な
れ
ば
、区
で
対

策
本
部
が
設
僭一
さ
れ
る
と
思
う
が
、

そ
れ
が
夜
間
、
休
日
の
際
な
ど
職
員

は
出
動
で
き
ま
す
か
。

<
答
>
区
で
は
、職
員
の
災
害
時
非

常
出
勤
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
震
度
五
以
上
の
地

震
が
発
生
し
た
と
き
、
区
役
所
に
出

助
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

区
役
所
を
中
心
に
三
十
分
以
内
に

何
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
時
間
以
内
に
何

パ
ー
セ
ン
ト
出
勤
で
き
る
か
等
デ
ー

タ
ー
を
と
っ
て
い
ま
す
。
災
害
発
生

か
ら
三
十
分
以
内
に
対
策
本
部
の
設

置
は
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

区
の
西
部
に

地
下
鉄
導
入
を

□
足
立
区
西
都
に
地
下
鉄
の
導
入
計

画
の
そ
の
後
は
ど
う
で
す
か
。

<
蕃
>
駒
込
方
面
か
ら
小
台
地
区
を

通
っ
て
放
射
十
一
号
に
抜
け
る
ル
ー

卜
(
地
下
鉄
七
号
線
分
岐
線
)
の
こ

と
で
す
が
、
昨
年
区
畏
が
運
輸
大
臣

に
陳
情
に
い
き
、
今
年
も
ま
た
陳
情

す
る
つ
も
り
で
す
。
費
用
も
か
か

り
、
実
現
は
簡
単
に
は
い
か
な
い
が

引
続
き
男
力
し
ま
す
。
そ
の
他
九
号

線
の
北
綾
瀬
駅
の
新
設
、(
号
線
の

亀
有
駅
ま
で
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

も
、
交
通
格
差
の
解
消
の
た
め
運
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

校
庭
の
開
放
を

□
子
ど
も
が
、自
由
に
遊
べ
る
広
場

が
少
な
い
。
学
校
の
校
庭
開

放
で

も
、
野
球
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
に
よ
っ
て
校
庭
の
広
さ
も
違
い

全
部
の
学
校
と
は
い
か
な
い
と
思
い

ま
す
が
…
…
。

<
答
>
地
域
に
お
け
る
青
少
年
に
安

全
な
遊
び
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
、

一
都
の
学
校
の
校
庭
を
鬨
放
し
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
可
能
な
範
囲
で

開
放
校
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
危
険
の
と
も

な
う
野
球
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
意
見
は
有
効
に

各
会
場
で
お
伺
い
し
た
ご
意
見
で

処
理
で
き
る
も
の
は
す
ぐ
に
実
施
、

ま
た
い
ろ
い
ろ
・の
事
情
で
す
ぐ
実
施

で
き
な
い
ご
意
見
は
、
今
後
の
区
政

に
反
映
し
て
い
く
よ
う
努
力
し

ま

す
。
区
長
移
動
応
接
室
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
衛
生

胃
の
検
診

対
象
　
区
内
在

の
膺
三
十
五
歳
以

上
の
方
で
、E
去
一
年
以
内
に
胃

の
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
。
冐

に
つ
い
て

、自
覚
症
状
の
な
い
方
。

検
診
場
所
(
定
員
)

足
立
保
健
所
と
併
設
の
保
健
セ
ン

タ
ー
(
二
百
四
十
五
名
)

検
診
日
　
十
一
月
・
十
二
月
の
毎
週

月
曜
日
、
午
前
実
施

費
用
　
一
次
検
診
に
つ
い
て
は
無
料

で
す
が
、
精
密
検
査
が
必
要
の
場

舍
は

、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
区
内
の

医
療
機
関
で
の
受
診
勧
奨
を
し
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
費
用

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

(
ご
注
憲
》

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

胃
の
手
術
を
し
た
方
や
胃
病
で
治

座
中
の
方
は
検
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
者
多
数
の
場
合
は
、
希

望
検
診
日
以
外
の
日
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
で
足
立
保

健
所
業
務
第
一
係
(
〒
1
2
1伊
具
町

前
沼
一
一
五
七
上
(
)

へ

。

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
　
　
(

五

五
-
四
一
五
一

ハガキの記入例

家
庭
看
護
教
室

身
体
の
障
害
で
日
常
生
活
の
不
自

由
な
方
の
た
め
に
、
家
庭
で
行
な
う

看
護
の
方
睥
を
勉
強
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
　
十
月
三
十
日
(
火
)
午
後
一

時
三
十
分
～
四
時

場
所
　
中
央
本
町
保
健
相
談
所

対
象
　
希
望
者
は
ど
な
た
で
も

定
員
　
先
着
三
十
五
名

費
用
　
無
料

申
込
・
問
わ
せ
先
　
中
央
本
町
保
健

相
談
所
　
(
(

〇
-
一
一
六

五妊
婦
さ
ん
の
た
め
の

栄
養
講
習
会

■
東
和
保
健
相
談
所

テ
ー
マ
　

妊
娠
中
の
食
事
の
と
り
方

日
時
　
十
一
月
一
日
(

木
)
午
後
一

時
三
十
分
ヱ
二
時
三
十
分

内
容
　
食
事
診
断
、
貧
血
、
妊
娠
中

毒
症
予
防
の
食
事
、
調
理
実
習

費
用
　
無
料

会
場
　
東
和
保
健
相
談
所

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
和
保
健
相
談

所
　
(

○
六
-
四
一
七
一

■
中
央
本
町
保
健
相
談
所

日
時
　
十
月
三
十
一
日
(
水
)
午
後

一
時
三
十
分
?
三
時
三
十
分

内
容
　
▽
授
乳
中
の
栄
養
に
つ
い
て

▽
妊
娠
中
の
食
事
と
調
理
実
習

▽
妊
娠
中
毒
症
・
貧
血
予
防
食

会
場
　
中
央
本
町
保
健
相
談
所

定
員
　
先
着
三
十
名

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町
保
健

相
談
所
　
(
(

〇
-
一
一
六
五

成
人
病
予
防
教
室

こ
れ
か
ら
、
寒
さ
に
向
か
い
脳
出

血
等
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。

毎
日
の
生
活
や
食
事
を
、
見
直
し

て
み
ま
し
I

つ
。

日
時
　
十
一
月
十
三
日
(
火
)
午
後

一
時
?
午
後
三
時
三
十
分

内
容
　
▽
高
血
圧
の
原
因
　
▽
高
血

圧
予
防
の
た
め
の
日
常
生
活
と
食

事
会
場
　
中
央
本
町
保
健
相
談
所

定
員
　
先
着
三
十
名

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
央
本
町
保
健

相
談
所
　
　
(
(

〇
-

二

六
五

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ビ
ー
ル

ス
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ビ
ー
ル
ユ
は
、
ぶ
・

・
A
香
港
型
お
よ
ぴ
B
型
・
C

型
等
々
、
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ビ
ー
ル
ス

は
、
思
者
の
鼻
や
の
ど
で
増
え
、

咳
や
、
く
し
ゃ
み
と
一
緒
に
飛
び

散
り
、
こ
れ
が
ま
わ
り
の
人
々
に

吸
い
込
ま
れ
て
伝
染
す
る
の
で
、

人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
、
例
え
ば
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
が
流

行
の
楊
と
な
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

症
状
は

一
般
に
さ
ひ
け
が
し
て
、
急
に

三
十
(
度
か
ら
四
十
度
の
高
熟
を

出
し
、
頭
痛
、
関
節
痛
、筋
肉
痛
、

の
ど
の
痛
み
が
強
く
、
鼻
水
、
く

し
ゃ
み
、
咳
、
た
ん
な
ど
が
出
て

食
欲
が
な
く
な
り
ま
す
'
そ
し

て
、
と
き
に
は
下
痢
な
ど
の
胃
腸

障
害
を
と
も
な
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。熱

は
普
通
三
日
か
ら
、
四
日
で

下
が
り
、
一
週
間
く
ら
い
で
な
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
肺
炎
な
ど
の

合
併
症
を
お
こ
す
と
熱
が
畏
ぴ
い

た
り
、
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。病

気
が
な
お
っ
た
後
は
、
免
疫

が
で
き
ま
す
が
、
あ
ま
り
長
く
は

続
き
ま
せ
ん
。
何
度
も
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。か

か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
に
は

人
漉
み
に
出
入
り
し
な
い
こ
と
・・・

流
行
期
に
は
、
で
き
る
だ
け
混

雑
す
る
場
所
へ
の
外
出
、
旅
行

は
見
合
わ
せ
る
方
が
安
全
で
す

家
に
帰
っ
た
ら
必
ず
う
が
い
を
す

る
こ
と
・・・の
ど
に
つ
い
た
バ
イ
キ

ン
を
洗
い
流
す
の
で
、
効
果
か

あ
り
ま
す
。
の
ど
の
奥
を
て
い

ね
い
に
う
が
い
し
ま
し
I

つ

過
労
や
不
摂
生
を
さ
け
、
栄
養
を

十
分
に
と
る
こ
と
=
・
か
ら
だ
の
抵

抗
力
が
弱
っ
た
と
き
は
、
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
光
に

親
し
む
と
か
、
ふ
だ
ん
か
ら
体

を
丈
夫
に
し
て
お
き
ま
し
I

つ

冬
で
も
窓
を
時
々
あ
け
て
、
窒
内

の
空
気
を
入
れ
か
え
る
こ
と
・・・
し

め
き
っ
た
部
屋
に
は
、
ど
う
し

て
も
ホ
コ
リ
が
た
ち

こ

め
ま

す
。
暖
房
の
き
き
す
ぎ
も
よ
く

あ
り
ま
せ
ん

予
防
注
射
を
受
け
臠
し
ょ
う
・・・区

で
は
流
行
の
感
染
源
と
な
り
や

す
い
集
団
生
活
者
(
保
育
園

児
、
幼

稚
園
児
-
小
・
中
学

生
)
に
対
し
十
一
月
中
に
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
で
予
防
接
種
を
臾

施
し
ま
す
。
対
象
者
は
忘
れ
ず

に
受
け
ま
し
き
つ

家屋等を新築・改築

したときは届出を

住
居
表
示
を
す
で
に
実
施
し
た
地
域

内
に
、
家
屋
等
を
新
築
・
改
築
し
た
方

は
、
住
居
表
示
に
よ
る
住
居
番
号
を
付

け
る
た
め
の
届
出
が
必
嬰
で
す
。
こ
の

届
出
が
な
い
と
正
し
い
住
所
と
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
転
入
・
転
居
届
も
で
き

ま
せ
ん
。

届
出
に
は
、
建
築
確
認
通
知一
と
印

か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
住
居
表
示
係

自然と緑の写真

コ ン ク ー ル入 賞 者 決 定

自
然
や
緑
へ
の
粉
し
み
と
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
第
三
回
「
自
然

と
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
'一
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、締
め
切
り
ま
で
に
、
二
百
二

十
余
点
の
応
募
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。

九
月
十
日
五
名
の
審
査
員
に
よ
る
審
査

の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。
(
敬
称
賂
)

推
せ
ん
　
小
澤
秀
夫

特
選
　
坂
入
秀
一
、
丸
山
欽
、
藤
木
一
幸

入
選
　
椎
橋
賢
治
、
吉
田
好
雄
、
佐
々

木
孝
綢
、
田
口
良
治
、
石
松
千
春
、

安
田
雅
明
、
国
井
孝
保
、
石
井
宏
美
、

岩
井
国
男
、
小
熊
至

※
な
お
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
来
年
も

実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
先
　
緑
化
係

火 災 や 犯 罪 の 防 止 に

雑草は刈り取りましょう

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
あ
き
地
は
、

ゴ
ミ
捨
て
場
に
な
り
や
す
く
、
犯
罪
の

温
床
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
付
近
の
人
々
の
生
活
環
境
を

そ
こ
な
い
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、枯

れ
草
と
な
っ
て

、
焚
き
火
や
た
ぱ
こ
の

投
げ
捨
て
で
火
災
の
原
因
に
な
る
危
険

も
あ
り
ま
す
。

区
内
で
も
、枯
れ
草
か
ら
民
家
に
延

焼
し
た
例
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で

、区
で
は
、あ
き
地
の
管
理
条

例
を
定
め

、土
地
の
所
有
者
ま
た
は
、

管
理
者
が
雑
草
を
処
理
す
る
よ
う
義
務

づ
け
て
い
ま
す
。

あ
き
地
の
所
有
者
は
、
付
近
の
人
々

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
急
い
で
刈

り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
所
有
者
が
刈
り

取
る
場
合
に
は
、草
刈
機
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
自
分
で
刈
り
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
楊
合
は
、
呀
に
委
託
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。
衿一
託
料
は
、一
平
方
メ

ー
ト
ル
五
十
円
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

ど
う
ぞ
。

問
合
せ
先
　
生
活
環
鷹
係
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□
和
弓
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
弓
道

禍
で
は
、
拑
4
員
が
次
の
と
お
り
和

弓
と
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
指
4
を
し
て

い
ま
す
。

▽
和
弓
…
十
月
三
十
日
～
十
一
月
二

十
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
午
後
六

時
～
八
時

▽
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
…
十
一
月
一
日
～

二
十
二
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
午

後
六
時
～
(
時

対
象
　

高
校
生
以
上
の
初
級
者
お
よ

び
経
験
者

施
骰
使
用
料
　
二
百
円
(
た
だ
し

、用

具
等
破
損
の
場
合
は
実
費
負
担
)

※
な
お
、
経
験
者
の
方
は
、
用
具
お

よ
ぴ
賢
格
証
(
認
定
証
等
)
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
佃
人
利
用
者
証
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
佃
人
利
用
者
証
を

提
示
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
十
一
月
十
四
日
か
ら
毎
週
水

曜
日
(
全
三
回
)
午
後
一
時
三
十

分
I

二
時
三
十
分

定
員
　
五
十
名
(
参
加
費
無
料
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
初
心
者

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、性
別
、I

話
番
号
を
記
入
し
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　

十
月
二
十
七
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
事
業
係
(
〒
Ⅲ
東
保
木

間
ニ
ー
ニ
七
-
一
　
　
(

五
九
-
(

二
一
一
)

区民カレンダー( 11月1日～30日)

福
祉

事
業
あ

ん
な
い

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

妊
産
婦
が
入
院
し
て
分
娩
す
る
必

要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済

的
理
由
で
そ
の
費
用
を
支
払
う
こ
と

が
困
難
な
家
庭
の
た
め
に
、
入
院
助

産
制
度
が
あ
り
ま
す
。

次
の
二
つ
の
要
件
を
綢
た
す
方
は

入
院
助
産
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
妊
娠
七
ヵ
月
以
上
の
区
民

▽
前
年
度
分
所
得
税
額
が
一
万
六
千

八
百
円
以
下
の
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の
　
前
年
度
分
の

所
得
税
額
(
特
別
区
民
税
額
)
の

わ
か
る
も
の

、
健
康
保
険
証
、
母

子
手
帳
、
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
福
祉
事

務
所
へ
。

児
童
緊
急

一
時
保
護

母
親
が
お
産
を
し
た
り
、
病
気
で

病
院
へ
行
く
必
要
が
で
き
た
と
き
な

ど
に
、
昼
間
だ
け
児
童
を
一
時
保
護

す
る
制
度
で
す
。

預
か
る
方

▽
山
本
冶
枝
(
青
井
三
上

七
王
(

七
　
　

八
(
六
-
四
七
九
〇
)

▽
池
田
克
子
(
西
伊
興
町
五
二
上
(

二
　
　
(

五
三
上
(
二
四
七
)

▽
佐
野
郁
子
(
古
千
谷
ニ
ー
六
上
二

二
　
　曾
八
九
七
1
四
八
四
九
)

▽
早
川
ヨ
リ
子
(
竹
の
冢
一
-
一
九
-

一
五
　
　
(
(

五
一

三
(

五

〇
)

▽
稲
垣
由
美
子
(
花
畑
四
-

九
大

二
　
　
(
(

五
一

四
七
(
三
)

▽
細
井
(
重
子
(
綾
瀬
四
-

一
九
―

二
O
　
　

六
二
〇
一

一
四
〇
(
)

▽
戸
田
と
し
え
(
大
谷
田
一
-
四
〇

上

二
　
　
六
〇
五
-
六
三
ニ

ー
)

▽
猪
瀬
玉
子
(
柳
原
一
〒

五
三
-
四

(
(
(
-

一
(
九
(
)

預
か
る
児
童
　
生
後
三
ヵ
月
以
上
、

学
齢
未
満
児
を
三
人
ま
で

預
か
る
時
間
　
午
前
(
時
～
午
後
五

時
ま
で
の
必
要
最
少
時
間

保
護
の
料
金
　
一
時
間
に
つ
き
一一
百

円
、
午
後
五
時
以
降
は
一
時
間
に

つ
き
三
百
円
(
た
だ
し
、
生
活
困

窮
世
帯
は
料
金
免
除
さ
れ
ま
す
)

依
頼
す
る
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
、預

か
る
方
に
直
接
一
話
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。(
預
け
る
時
は
、
印

か
ん
と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
)

そ
の
他
　
案
内
図
等
は
出
張
所
、
褊

祉
事
務
所

、保
健
所
に
あ
り
ま
す
。

※
な
お
、
児
童
緊
急
一
時
保
霞
者
の

募
集
も
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
福
祉
郎
管
理
係

福
祉
電
話
を

お
貸
し
し
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
の
方
か
い
る
世

帯
に
福
祉
電
話
を
お
賃
し
し
ま
す
。

資
格
案
件
　
次
の
い
す
れ
に
も
該
当

す
る
方

▼
区
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
　
▼

住
民
税
が
均
等
割
以
下
の
世
帯
で

あ
る
こ
と
　
▼
障
害
の
程
度
が
、

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
ま
た
は
愛

の
手
帳
一
度
、
お
よ
び
こ
れ
に
凖

す
る
重
度
の
陣
害
で
あ
る
か
、
身

体
障
害
者
手
帳
二
級
の
一
部
(
下

肢
、体
幹

、心
臓
、じ
ん
臟

、呼
吸
器

の
機
能
に
か
か
わ
る
障
害
)
で
、

外
出
が
困
難
で
あ
る
こ
と

問
合
せ
先
　
援
護
係

改
正
さ
れ
ま
し
た

児
童
扶
養
手
当

な
ど
の
支
給
額

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
な
ど

、

児
童
の
た
め
の
手
当
が
一
部
改
正
さ

れ
、
支
給
月
額
が
右
衰
の
と
お
り
変

わ
り
ま
し
た
。

な
お
、
児
童
手
当
お
よ
ぴ
特
別
手

当
に
つ
い
て
は
、
区
市
町
村
民
税
に

か
か
る
所
得
割
の
額
の
有
無

に
よ

り
、支
給
額
が
五
千
円
と
六
千
円
(
十

月
か
ら
六
千
五
百
円
)

に
わ
か
れ
て

ぃ
ま
す
。

ま
た
、
児
童
手
当
・
特
別
手
当
の

改
正
後
の
手
当
支
給
は
、
昭
和
五
十

五
年
二
月
期
振
込
分
(
十
月
分
と

月
分
)
以
降
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　

児
童
手
当
係

各 種 手 当 の 改 正 表

お
と
し
よ
り
の

た
め
に

□
ね
た
き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス

ね
た
き
り
の
た
め
、
自
宅
で
入
浴

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
六

十
五
歳
以
上
の
方
を
「
足
立
区
老
人

会
館

」
お
よ
ぴ
「
足
立
新
生
苑

」
の

特
殊
浴
槽
を
使
用
し
て
、
送
迎
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
団
地
の
二
階
以
上
に
お
住

ま
い
の
方
等
、
送
迎
に
よ
る
入
浴
が

困
難
な
場
合
は
、
部
屋
に
直
接
浴
槽

を
持
ち
込
み
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
な

う
制
度
も
あ
り
ま
す
。

□
老
人
の
緊
愚
一
時
保
護

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人

を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
一
時
的

に
介
護
で
き
な
い
場
合
、
特
別
費
寢

老
人
ホ
ー
ム
「
足
立
新
生
苑
」
に
一

週
間
以
内
に
限
っ
て
、
お
預
か
り
し

て
お
世
話
を
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、老
人
福
祉
係

映
画
の
タ
ベ

題
名
　
ベ
ン
ー
(
I
(

主
演
チ

ャ
ー
ル
ト
ン
ー
ヘ
ス
ト
ン
)

日
時
　
十
月
二
十
七
日
(
土
)

午
後
四
時

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー
(
竹
の

塚
ニ
ー
ニ
五
-
二
こ

定
員
　
先
着
百
五
十
六
名

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
先
　

教
育
セ
ン
タ
ー
　
(

五
〇
一
(
(

〇
一

掲
示
板

入
居
者
募
集

青
井
五
丁
目
住
宅

新
規
賃
賃
「
青
井
五
丁
目
住
宅
」

の
地
元
優
先
入
居
者
を
、
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

所
在
地
　
足
立
区
青
井
五
上

一
-

四
〇
(
東
武
線
五
反
野
駅
徒

歩
約
二
十
分
、
ま
た
は
、
地
下

鉄
千
代
田
線
綾
瀬
駅
よ
り
バ
ス

約
十
分
徒
歩
約
三
分
)

募
集
戸
数
　
五
十
五
戸
(
総
募
集

戸
数
百
三
十
九
戸
)

規
模
・
間
取
　
鉄
骨
鉄
筋
ゴ
ン
グ

リ
ー
ト
遣
十
階
建
共
同
住
宅
一

櫟
2
D
K
(

和
室
六
畳
、六
畳
、D
K

六
畳
相
当
)

家
賃
　
未
定

募
集
期
間
　

十
一
月
上
旬
予
定

問
合
せ
先
　

東
京
都
住
宅
供
給
公

社
募
集
課
　
　

四
〇
九
-
二
二

六
一昭

和
五
十
四
年
度
区
民
税

・
都
民
税
第
三
期
分
(
個
人
)

の
納
期
は

、
十
月
三
十
一
日

で
す
。

郵
便
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

郵
政
省
で
は
、十
月
の
「郵
便

貯
金
月
間
」と
、十
月
二
十
四
日
～

三
十
一
日
の
「
郵
便
貯
金
週
間

」

に
、
皆
さ
ん
の
家
計
を
守
る
貯
蓄

相
談
を
行
な

。て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は

、
各
郵
便
局
へ

。

緑
化
連
動
標
語
募
集

緑
化
運
動
を
よ
り
身
近
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、
緑
の
回
復
、
自

然
の
保
護
等
を
テ
ー
マ
と
す
る
標

語
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

標
語
の
内
容
　
▼
環
境
緑
化
、森

林
愛
護
、
自
然
保
護
等
、
主
に

緑
の
保
護
と
回
復
を
呼
ぴ
か
け

る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
簡
明

な
標
語
で
あ
る
こ
と
　
▼
創
作

で
あ
っ
て
模
倣
で
な
い
こ
と

応
募
資
格
　
都
内
居
住
者

応
募
方
法
　
(

ガ
キ
に
標
語
、
住

所
、
氏
名
、年
齢

、職
業
(
学
生

の
方
は
、学
校
名

、学
年
)
惷
記

入
し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
り

応
募
期
限
　
十
月
三
十
一
日
(
当

日
消
印
有
効
)

発
表
　
十
二
月
上
旬
予
定

応
募
・
問
合
せ
先
　
首
都
緑
化
推

進
委
員
会
(
〒
川
千
代
田
区
丸

の
内
三
-
(
一

一
　
都
庁
第
三

庁
舎
内
　

二

匸
T

五
一
一

一
　
内
三
一
(
五
五
)

工
業
用
ミ
シ
ン

技
能
講
習
会

日
時
　
十
}
月
五
日
～
十
六
日

(
延
十
日
間
)
、午
前
十
時
～

午
後
三
時

場
所
　
足
立
区
内
職
補
4
所
(
千

住
曙
町
三
九
-
七
)

定
員
　
十
五
名
(
先
着
順
)

申
込
受
付
　
十
月
二
十
九
日

午

前
九
時
か
ら
(
住
所
証
明
で
き

呑
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
内
職
補
導

所
　
　
(
(
(

一

七
三
四
六

里
親
さ
ん
募
集

都
で
は
、
親
が
行
方
不
明
・
離

婚
・
事
故
死
お
よ
ぴ
長
期
入
院
等

に
よ
り
、
育
て
ら
れ
な
く
な
っ
た

子
ど
も
を
あ
た
た
か
く
む
か
え
、

育
て
て
く
だ
さ
る
家
庭
(
里
親
さ

ん
)

を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
「
貪
育
家
庭
制
度
」に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
必
要
な
経
費
は
、
都
で
負

担
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は

、
「
希
望
の
家
」

養
育
家
庭
セ
ン
タ
ー
(
葛
飾
区
東

四
ツ
木
一
-

匸
〒

一
七
　

六

九
六
上
(
(

五
(
)

へ

。

昭
和
五
十
四
年
度
国
民
年
金

保
険
料
第
三
期
分
(
十
月
～

十
二
月
)
の
納
期
は
、
十

月
三
十
一
日
で
す
。

訂
正

十
月
五
日
号
の
記
事
中

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
町
正
し
て
お
詑
ぴ
し

ま
す
。

◎
区
民
健
康
診
断
の
東
和
保
健
相

談
所
で
の
実
施
日

(正
)
十
月
三
十
一
日

(
誤
)
十
一
月
三
十
一
日

◎
ろ
う
あ
者
相
岐
(
西
部
福
祉
事

務
所
)
の
相
岐
日

(
正
)
毎
月
第
四
木
曜
日

(
誤
)

毎
月
第
四
月
曜
日

◎
珠
算
競
技
大
会
の
日
時

(
正
)
十
一
月
四
日

(
誤
y
十
一
月
十
四
日

S. T　235, 000


